
  二 〇 二 五 年 度 夏 期 「 東 大 現 代 文 」 問 題 【 ２ 】 解 答 モ デ ル と 採 点 基 準  

                                     担 当 中 野 芳 樹  

〈 一 般 的 採 点 基 準 〉 

ａ 誤 字 ・ 脱 字 ・ 略 字 ・ 表 現 未 熟 ・ 文 末 表 現 ミ ス ・ 文 末 句 点 な

し 等…… マ イ ナ ス １ 点 。 設 問 毎 に 減 点 

ｂ 未 完 成…… 失 格 

ｃ 解 答 欄 の 不 正 使 用 （ 二 行 書 き 、 書 き 過 ぎ そ の 他 ）…… 失 格 

ｄ 比 喩 表 現 の マ マ な ど…… 減 点 も し く は 加 点 無 し 

 

〈 設 問 別 採 点 基 準 〉 

一 （ ６ 点 ） 

人 間 は 、 情 報 の 不 可 逆 的 な 仕 上 げ と 始 末 へ と 向 か う 際 、 大 き な

変 容 と な り 得 る 表 現 の 微 差 に 執 着 す る 美 意 識 が 働 く と い う こ と 。 

 

 ＊ ① は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 構 文 ＝ 人 間 に は Ａ を 前 に し て Ｂ と い う 心 理 が 働 く １ 点 

② Ａ 「 定 着 あ る い は 完 成 と い う 状 態 （ を 前 に し た ） 」 ＝ 不 可 逆

な ・ 情 報 の 仕 上 げ と 始 末 （ へ と 向 か う 際 の ） ２ 点 

③ Ｂ 「 心 理 」 ＝ 大 き な 変 容 を 生 じ う る ・ 微 差 に 執 着 す る ・ 美

意 識 ３ 点 

 

 

二 （ ６ 点 ） 

不 可 逆 的 な 定 着 の 成 熟 さ を 望 む 美 意 識 は 、 白 い 紙 へ の 不 可 逆 な

固 定 と い う イ マ ジ ネ ー シ ョ ン を 暗 黙 の 前 提 と す る と い う こ と 。 

 

 ＊ ① ・ ② は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 「 （ こ の よ う な 、 ） 達 成 を 意 識 し た 完 成 度 や 洗 練 を 求

め る 気 持 ち 」 ＝ 「 推 敲 」 （ 置 換 ） し よ う と す る 美 意 識 １ 点 

② 「 推 敲 」 ＝ 不 可 逆 な 定 着 を ・ よ り 成 熟 し た も の に す る ２ 点 

③ 構 文 ＝ ① の 背 景 に 「 白 と い う 感 受 性 が 潜 む 」 配 点 な し 

④ 「 白 と い う 感 受 性 」 （ 置 換 ） 

＝ 白 い 紙 に 記 さ れ た も の は 不 可 逆 で あ る と い う ・ イ マ ジ ネ ー

シ ョ ン ２ 点 ・ １ 点 

⑤ 「 潜 ん で い る 」 ＝ 暗 黙 の 了 解 、 等 １ 点 

 

 

三 （ ６ 点 ） 

不 可 逆 な 過 失 の 累 積 へ の 呵 責 の 念 が 、 完 成 度 や 洗 練 へ の 美 意 識

を 促 進 し 、 紙 メ デ ィ ア を 主 と す る 文 化 を 育 ん で き た と い う こ と 。 

 

 ＊ ① （ 「 い ざ な う 推 進 力 」 の 置 換 ） ・ ③ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 「 い ざ な う 推 進 力 」 ＝ 不 可 逆 な ・ 過 失 の 累 積 を ・ 呵 責

の 念 で 把 握 す る こ と が ・ 「 加 速 さ せ る 」 （ 置 換 ） ４ 点 

② 「 推 敲 と い う 意 識 を 」 ＝ 完 成 度 や 洗 練 へ の 美 意 識 を １ 点 

③ ① が 紙 を 主 と す る 文 化 を 育 成 し て き た １ 点 

 

四 （ ６ 点 ） 

ネ ッ ト と い う メ デ ィ ア で 無 数 の 人 々 が 受 け る 情 報 は 、 価 値 観 や

美 意 識 が な く 、 共 有 の 知 と し て 無 限 の 更 新 を 続 け る と い う こ と 。 

 

＊ ① ・ ④ は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 「 そ の 情 報 」 ＝ ネ ッ ト と い う メ デ ィ ア の ・ 無 数 の 人 々

の 眼 に さ ら さ れ 続 け る ・ 情 報 に つ い て ３ 点 

 ＊ 「 メ デ ィ ア 」 を 欠 け ば 、 １ 点 の み 

② 「 文 体 を 持 た な い ニ ュ ー ト ラ ル な 言 葉 で 」 

＝ 価 値 観 や 美 意 識 が 存 在 し な い （ 情 報 ） １ 点 

③ 「 知 の 平 均 値 」 ＝ ① は 皆 が 共 有 で き る 知 １ 点 

④ 「 ～ 示 し 続 け る 」 ＝ ① は 無 限 に 更 新 を 繰 り 返 す １ 点 

 

 

 

五 （ 16 点 ） 

白 い 紙 に 記 す 不 可 逆 性 は 完 成 度 や 洗 練 を 求 め る 人 間 の 文 化 に 関

す る 美 意 識 を 生 み 出 し た 。 白 と い う 感 受 性 に よ り 不 可 逆 な 状 況

で 不 完 全 さ を 超 克 し 、 失 敗 へ の 危 険 に 臆 さ ず 潔 く 発 す る 表 現 の

強 さ は 感 動 の 根 源 と な り 、 諸 芸 術 の 感 覚 を 鍛 え る 暗 黙 の 基 礎 と

な る と い う こ と 。 （ 一 二 〇 字 ） 

 

 ＊ ① と 、 ③ も し く は ④ の い ず れ か と は 、 必 須 ポ イ ン ト 

① 主 題 ＝ 白 と い う 感 受 性 （ 美 意 識 な ど ） に つ い て ２ 点 

 ＊ 「 白 」 の み で 「 感 受 性 」 「 美 意 識 」 等 が な け れ ば 、 １ 点 

② 不 可 逆 な （ 後 戻 り で き な い ） 状 況 で （→ ③ ） ２ 点 

③ 未 成 熟 （ 不 完 全 ） を 超 克 し ・ 失 敗 へ の 危 険 に 臆 さ ず ・ 潔 く

発 せ ら れ る 表 現 の 強 さ が ２ 点 ・ １ 点 ・ １ 点 

④ 感 動 の 根 源 ・ 諸 芸 術 の 感 覚 を 鍛 え る 暗 黙 の 基 礎 と な る ２ 点 

 

⑤ 白 い 紙 に 記 す こ と の ・ 不 可 逆 性 ２ 点 

⑥ ⑤ が 完 成 度 や 洗 練 を 求 め る ・ 美 意 識 を 生 む ２ 点 ・ １ 点 

⑦ ⑤ が 一 つ の 文 化 を 作 り 上 げ て き た １ 点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

六 （ 各 １ 点 ） 

ａ 吟 味 ｂ 器 量 ｃ 真 偽 ｄ 回 避 ｅ 成 就 


